
氏　名 所　属

学　位 職　位

専門分野

日本数学教育学会，数学教育学会，日本科学教育学会

（４）〈論文〉後期中等教育段階における数学のよさを認識させる授業実践
　　　　　　　南郷毅，日本数学教育学会誌，９８巻７号，pp.４−１１，２０１６年７月，査読有り

（５）〈論文〉因数分解指導における視覚化について
　　　　　　　南郷毅，弓削商船高等専門学校紀要，３８号，pp.４５−４９，２０１６年２月

（６）〈論文〉２進数表示を用いた組合せの解釈－数学の表現・処理のよさを視点に－
　　　　　　　南郷毅，日本数学教育学会誌，９６巻３号，pp.２９−３５，２０１４年３月，査読有り

（７）〈論文〉組合せを活用した発展的教材の開発 −高校と大学の接続を意識して−
　　　　　　　南郷毅，日本数学教育学会誌，９１巻１１号，pp.２−８，２００９年１１月，査読有り

学会、所属団体における活動　（本年度を含む過去3年間の研究業績）　Ｒ４・R５・R６

所属学会・所属団体　役職等と任期

（２）〈論文〉楕円コンパスを用いた数学と工学の関連を図る高等専門学校向け基礎教材の開発
　　　　　　　南郷毅・牧山隆洋，日本数学教育学会高専・大学部会論文誌，２６号，１巻，pp.11−24，
                     ２０２０年３月，査読有り

（３）〈論文〉高等学校数学科と情報科の教科書における双方向性の構築
　　　　　　　南郷毅，中研紀要 教科書フォーラム，１９号，pp.３４-４８，２０１８年１０月，査読有り

現在の研究テーマ（3つまで）

（１）後期中等教育から高等教育段階における数学と他科目・他学問分野との関連

（２）数学的探究に軸足をおいた理数探究基礎向け教材の開発

（３）数学のよさの認識を図る指導のあり方

本年度を含む過去3年間の研究業績　R６・R５・R４

R６    〈学会発表〉作図器を利用した探究学習教材の開発
　　　　　　　　　南郷毅，日本数学教育学会第１０４回全国算数・数学教育研究（大阪）大会，2024年８月

R５　〈論文〉楕円コンパス教材を活用した教育実践
　　　　　　　南郷毅・牧山隆洋，弓削商船高等専門学校紀要，第46号，pp.44−52，２０２４年３月
　　　〈学会発表〉目標を達成できなかった取り組みの分析
　　　　　　　　　南郷毅，日本数学教育学会第１０５回全国算数・数学教育研究（青森）大会
　　　〈学会発表〉数学と工学の関連の認識を深める教材の開発-実習工場で作成した教材-
　　　　　　　　　南郷毅，KOSENフォーラム202３OS-31 理工系教育のための教材開発  ，202３年９月

R４   〈学会発表〉楕円コンパス教材を用いた教育実践
　　　　　　　　　南郷毅・牧山隆洋，日本数学教育学会第１０３回全国算数・数学教育研究（島根）大会，202２年8月
         〈学会発表〉作図器の教材化と実践
　　　　　　　　　南郷毅，KOSENフォーラム202２ OS-５３ 理工系教育のための教材開発と実践 ，202２年９月

R３以前の主な研究業績

（１）〈論文〉オンデマンド型の数学授業における取り組みについて
　　　　　　　南郷毅，日本数学教育学会高専・大学部会論文誌，２８号，pp.111-116，２０２２年４月

Ⅱ　研究活動　

大学院

Ⅰ　教育活動

本年度担当科目

学　部

授業科目

統計学２、基礎演習１、専門演習１ａ、専門演習２ａ、情報科教育法１、統計学１、情報科教育法２
専門演習１b、専門演習２b

情報技術特論、統計学特論

令和６年度教育研究活動報告書

南郷　毅 経済情報学部経済情報学科

修士（理学） 教授

数学教育・情報教育
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南郷　毅 経済情報学部経済情報学科

修士（理学） 教授

数学教育・情報教育

1 回

回

回

1 回

　講演会

　出前授業

　その他（学会における指導助言）

Ⅳ　社会活動

１．学外活動（本年度1年間の活動状況）　　　　　　　　　　

（１）日本数学教育学会第１０６回全国算数・数学教育研究（大阪）大会 高等学校部会Ⅱ 第10分科会「ICTの活用」指導
          助言者

（２）令和６年度尾道市立大学教養講座　安心してインターネットを楽しむために　講師

（３）

　公開講座
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